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十
月
十
四
日
の
創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
と
記
念

行
事
を
無
事
に
終
え
て
、
今
、
一
番
強
く
感
じ
て
い

る
の
は
、
連
盟
で
活
躍
す
る
人
材
の
大
き
な
移
り
変

わ
り
で
あ
る
。
五
年
前
の
十
周
年
記
念
の
時
は
創
立

時
に
活
躍
さ
れ
た
先
輩
方
か
ら
我
々
世
代
へ
の
移
行

の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
十
五
周
年
記
念
の
今

は
、
我
々
世
代
か
ら
次
の
新
し
い
世
代
へ
の
ち
ょ
う

ど
引
き
つ
ぎ
の
時
期
と
な
っ
て
い
る
。誰
か
が「
老
・

壮
・
成
」の
繋
が
り
で
す
ね
と
言
っ
て
い
た
が（
実

態
は「
長
老
・
中
老
・
初
老
」の
繋
が
り
な
の
だ
が
）、

こ
れ
は
、
創
立
以
来
十
五
年
間
続
け
て
き
た
初
心
者

入
門
講
座
に
よ
る
所
が
大
き
く
、
人
材
が
脈
脈
と
繋

が
っ
て
い
る
事
が
神

漢
連
の
一
番
の
強
み

で
あ
る
。

　

新
し
い
世
代
が
中

心
に
な
っ
て
き
た
事

は
今
回
の
記
念
行
事

の
内
容
を
見
て
み
る

と
よ
く
分
か
る
。
全
て
、
若
い
人
達
中
心
の
企
画
委

員
会
で
取
り
上
げ
た
企
画
・
行
事
で
あ
る
が
、
例
え

ば
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
を
使
っ
た「
オ
ン
ラ
イ
ン

吟
行
会
」、「
中
国
人
会
員
の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
」、
井
伏
鱒
二
ば
り
の「
漢
詩
自
由
訳
コ
ン

ク
ー
ル
」等
と
い
っ
た
よ
う
に
今
ま
で
に
は
な
か
っ

た
タ
イ
プ
の
新
し
い
行
事
が
、
従
来
か
ら
の「
自
詠

自
書
展
」、「
記
念
グ
ッ
ズ
頒
布
」「
市
川
桃
子
先
生
に

よ
る
記
念
講
演
会
」等
に
混
じ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ

の
活
用
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
世
代
の
企
画
行

事
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

　

漢
詩
作
に
お
い
て
も
、
佩
文
韻
府
、
詩
語
集
、
大

漢
和
辞
典
等
で
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
七
つ
道
具

に
代
わ
っ
て
、ネ
ッ
ト
上
の「
捜
韻
」の
活
用
が
常
態

化
し
て
き
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の
活
用
と

い
う
単
な
る
ツ
ー
ル
の
変
化
だ
と
い
っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
神
漢
連
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
漢
詩
界

は
、
今
、
大
き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
な
い
。

　

漢
詩
の
本
家
本
元
の
中
国
で
は
簡
体
字
で
詩
作
す

る
事
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
し
、
韻
体
系
も
平
水
韻

か
ら
現
代
の
日
常
語
を
詩
語
に
加
え
た
中
華
新
韻
に

移
行
す
る
動
き
が
有
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
で
は
平
水
韻
・
旧
漢
字
・
和
語
の
使
用
は

不
可
と
い
っ
た
規
則
の
下
で
、
漢
詩
作
を
今
ま
で
通

り
粛
々
と
継
続
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
主
流
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
考
え
方
・
姿
勢
を
維
持

し
て
い
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

規
格
の
見
直
し
問
題
は
神
漢
連
だ
け
で
は
で
き
な

い
の
で
、
取
り
敢
え
ず
は
横
に
置
い
て
お
い
て
、
漢

詩
の
基
本
と
な
る
漢
文
法
の
勉
強
会
を
高
芝
麻
子
先

生
に
お
願
い
し
て
積
極
的
に
実
施
し
た
。
又
、
今
後

は
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
の
活
用
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
い
う
判
断
の
下
に
、「
ス
マ
ホ
で
漢
詩
」を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
神
辞
会
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
活
動

を
強
化
し
て
き
た
。
神
辞
会
グ
ル
ー
プ
の
成
果
は
今

後
順
次
連
盟
以
外
の
方
々
に
も
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
初
心
者
入
門
講
座
に
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
も
、
今
年
も
、

二
十
人
強
の
応
募
者
が
有
っ
た
事
を
見
て
も
漢
詩
は

決
し
て
絶
滅
危
惧
種
で
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
漢
詩
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
こ
れ
等
の
人

達
の
為
に
も
、
日
本
の
漢
詩
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

将
来
を
見
据
え
た
全
国
レ
ベ
ル
で
の
発
展
的
議
論
を

期
待
し
た
い
。
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る
。
イ
項
達
成
の
為
に
は
、
十
周
年
時
に
作
成

し
た
よ
う
に
、「
○
○
周
年
の
歩
み
」を
作
成
す

る
こ
と
が
第
一
の
方
策
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

方
策
は
、
式
典
当
日
の
岡
崎
前
会
長
の
挨
拶
の

よ
う
に
、
創
立
時
を
知
る
人
々
の
挨
拶
・
講
演

を
多
く
行
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

④ 

企
画
検
討
し
た
事
項
で
実
現
し
な
か
っ
た
主
要

項
目
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

イ
． オ
ン
ラ
イ
ン
自
詠
自
吟
の
会
…
各
員
の
自
詠

自
吟
の
姿
・
詩
文
・
吟
詠
を
録
画
し
、
全
体

をY
ouT
ube

に
ア
ッ
プ
し
て
楽
し
む
こ
と
。

課
題
は
技
術
的
側
面
な
ど
。

ロ
． 総
会
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
…
神
奈
川
近
代
文
学

館
ホ
ー
ル
にw

ifi 

が
な
く
、
か
つ
電
波
状
態

が
良
く
な
い
た
め
。

二
． 

漢
詩
の
伝
統
と
課
題

① 

伝
統
へ
の
対
応
…
「
神
奈
川
清
韻
第
三
集
」に

百
四
十
首
の
投
稿
が
あ
り
、
七
年
ぶ
り
に
本
会

報
と
同
時
に
発
行
し
た
。

② 

伝
統
の
課
題
へ
の
対
応
…
「
漢
詩
自
由
訳
コ
ン

ク
ー
ル
」や
、「
現
代
の
中
国
漢
詩
と
日
本
漢
詩
」

に
つ
い
て
の
中
国
人
会
員
の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
会
な
ど
を
行
っ
た
が
、
直
接
的
に
切

り
込
ん
だ
企
画
で
は
な
か
っ
た
。
十
月
十
四
日

の
記
念
式
典
に
於
け
る
岡
崎
前
会
長
挨
拶
で

の
、「
漢
詩
の
世
界
に
も
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」の
発
言
が
印
象
深

か
っ
た
。
ま
た
本
件
に
つ
い
て
は
、
三
村
会
長

が
本
紙
一
面
で
論
じ
て
い
る
。

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
の
総
括

事
務
局
長　
　

高
津
有
二

　

創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
、
記
念
行
事
を
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
、
三
年
越
し
に
準
備
を

進
め
て
き
て
頂
い
た
企
画
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
記
念

式
典
当
日
の
会
場
準
備
を
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
前
代
未
聞
の
異
常
な

状
況
の
中
で
、
企
画
委
員
会
も
最
初
の
顔
合
わ
せ
の

後
は
、
ほ
と
ん
ど
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

な
ど
、大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
記
念
行
事
の
特
徴
は
、
十
周
年
当
時
に

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
を

活
用
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
」、「
中
国
人
会
員

の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」、「
講
演
会
の

Y
ouT
ube

作
成
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高
齢

者
の
多
い
神
漢
連
会
員
の
中
の
ど
こ
ま
で
浸
透
し

て
い
た
か
は
、
一
抹
の
心
配
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国

各
地
の
県
連
に
は
、「
漢
詩
神
奈
川
」、
Ｈ
Ｐ
を
通
し

て
大
々
的
に
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

十
五
周
年
は
、
中
間
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
二
十

周
年
の
時
に
は
、
ど
ん
な
に
様
変
わ
り
し
た
記
念
行

事
に
な
る
の
か
、今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
を
振
り
返
っ
て

十
五
周
年
記
念
行
事
企
画
委
員
会　
　

香
取
和
之

　

一
連
の
十
五
周
年
記
念
行
事
は
、
多
く
の
方
々
の

尽
力
で
盛
大
に
恙
無
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
て
今
は

ほ
っ
と
し
て
い
る
が
、
暫
く
す
れ
ば
忘
却
の
彼
方
に

な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
要
点
・
今
後
の
課
題

を
以
下
に
記
し
て
お
く
。

一
． 

企
画
委
員
会
の
構
成
と
活
動

① 

企
画
委
員
会
は
、
入
会
年
次
の
比
較
的
新
し
い

人
を
多
く
入
れ
て
、
一
昨
年
の
十
月
に
発
足
し

た
。
各
種
活
発
な
提
案
が
あ
り
、
当
初
は
毎
月

企
画
検
討
を
行
い
、
熱
心
に
討
議
し
た
。
こ
れ

は
、
十
周
年
時
で
も
同
じ
で
あ
り
、
今
後
も
同

様
な
や
り
方
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

② 

具
体
的
行
事
の
検
討
に
当
っ
て
の
目
標

イ
． 神
漢
連
会
員
が
創
立
以
来
の
十
五
年
を
振
り

返
っ
て
、
諸
先
輩
の
苦
労
と
良
き
伝
統
を
再

確
認
し
、
さ
ら
に
神
漢
連
の
今
後
の
新
た
な

発
展
と
活
力
に
な
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

ロ
． 「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
多
く
の
会
員
が
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
く
参
加

で
き
る
行
事
の
企
画
と
推
進
を
行
う
。

③ 

ロ
項
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
達
成
が
出
来
た
が
、
イ

項
に
つ
い
て
は
不
十
分
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

十
五
周
年
記
念
行
事
を
振
り
返
っ
て
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オ
ン
ラ
イ
ン
と
郵
送
の
吟
行
会
同
時
開
催

　

－

多
く
の
会
員
が
参
加（
十
月
十
二
日
）－

　

初
回
の「
神
漢
連
十
五
周
年
記
念
行
事
企
画
委
員

会
」で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
吟
行
会
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議

形
式
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
の

提
案
が
あ
っ
た
。
十
カ
月
以
上
か
け
た
試
行
錯
誤
の

結
果
、
総
会
前
の
十
月
十
二
日
午
後
、
オ
フ
ラ
イ
ン

で
の
郵
送
投
稿
組
を
含
め
全
六
十
二
句
が
披
露
さ

れ
、
い
ず
れ
も
神
奈
川
の
名
勝
を
テ
ー
マ
に
和
気

藹
々
の
う
ち
に
五
組
の
連
句
が
完
成
し
た
。加
え
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
師
の
優
秀
句
発
表
前
に
、
参
加
者

全
員
が
各
一
票
を
投
じ
、
結
果
を
皆
で
一
覧
で
き
る

こ
と
で
、
自
宅
で
居
な
が
ら
に
し
て
、
吟
行
の
楽
し

さ
を
体
現
す
る
盛
り
上
が
り
で
も
あ
っ
た
。

発
＝
発
句
、
◎
＝
優
句
、
〇
＝
秀
句
、
●
＝
出
席
者

投
票
人
気
句
、◉
＝
優
句
で
人
気
句

「
鎌
臺
今
昔　

其
一
」（
灰
韻
） 

指
導
・
中
島
副
会
長

発
騷
人
連
袂
訪
鎌
臺 

水
城
ま
ゆ
み

　

游
泳
乘
波
宛
轉
回 

福
田　

忠
夫

　

美
男
釋
尊
雙
燕
廻 

山
口　

幸
雄

　

獨
騎
鷹
揚
天
下
魁 

松
本　

祐
輔

　

半
日
淸
遊
欲
忘
回 

田
中　

國
夫

●
鎌
臺
五
山
詩
偈
胚 

蔦　
　

清
昭

　

紅
葉
搖
風
半
覆
苔 

三
村　

公
二

　

若
僧
吿
知
內
院
開 

飯
島　

敏
雄

〇
千
年
禪
刹
洗
心
催 

玉
井　

幸
久

◉
古
寺
晚
鐘
暮
色
催 

牛
山　

知
彦

〇
兄
弟
蹉
跎
感
悲
哀 

中
村　

講
二

　

榮
枯
盛
衰
夢
如
開 

諸
星　

暢
義

「
鎌
臺
今
昔　

其
二
」（
先
韻
） 

指
導
・
三
村
会
長　

発
千
秋
露
坐
謁
金
仙 

水
城
ま
ゆ
み

　

鎌
臺
圓
覺
蕩
塵
緣 

室
橋　

幸
子

　

臨
濟
古
刹
衣
鉢
傳 

三
浦　

哲
郎

　

素
波
溶
漾
水
天
連 

細
江　

利
昭

　

大
佛
蒼
穹
風
颯
然 

鈴
木　

正
敏

〇
摘
花
童
女
廻
廊
前 

大
野　

若
人

　

祗
苑
淸
淨
佛
心
傳 

五
嶋
美
代
子

◎
涼
滿
廟
堂
弄
秋

 

高
橋　

純
子

　

玉
庭
散
策
紅
葉
鮮 

田
川　

行
雄

　

墜
紅
禪
寂
斷
俗
緣 

辻　
　

寛
子

〇
大
佛
頭
上
月
如
弦 

水
城
ま
ゆ
み

　

巡
寺
到
宮
風
颯
然 

東
島　

正
樹

　

鎌
府
英
雄
去
杳
然 

高
津　

有
二

●
源
家
挽
詞
向
誰
傳 

佐
藤　

三
禄

「
鎌
臺
今
昔　

其
三
」（
元
韻
） 

指
導
・
水
城
副
会
長

発
鶴
陵
華
表
晚
鴉
翻 

水
城
ま
ゆ
み

〇
神
宮
飛
甍
源
氏
幡 

中
島　

龍
一

　

賴
朝
樓
臺
堆
酒
樽 

原
田　

睦
夫

◉
社
壇
妙
舞
靜
女
冤 

川
久
保
普
美
子

　

白
旗
白
梅
浴
春
暄 

香
取　

和
之

〇
古
刹
深
深
洗
塵
煩 

安
田　
　

茂

　

古
刹
行
脚
滌
塵
煩 

竹
村　

文
孝

　

幽
興
寺
樓
絕
俗
喧 
木
村　
　

孝

　

庭
院
泛
英
繚
亂
翻 
坂
上　

貞
夫

　

寂
院
尋
來
暮
雀
喧 

柴
本　

信
子

　

一
望
鎌
臺
步
天
園 

高
橋　

光
代

　

夕
陽
照
池
禪
刹
園 

田
内　
　

隆

　

古
色
飄
殘
萬
卉
蕃 

瀧
川　

智
志

　

游
詣
漫
步
坐
手
援 

新
井　

治
仁

郵
送
吟
行

「
初
秋
函
嶺 

其
一
」（
先
韻
） 

指
導
・
三
村
会
長　

発
山
靑
水
碧
欲
明
天 

水
城
ま
ゆ
み

　

金
風
玉
露
山
月
圓 

鈴
木　

正
敏

　

輝
行
銀
漢
宇
宙
船 

金
澤　

雅
義

◎
半
窓
露
凝
冷
風
穿 

安
田　
　

博

　

箱
根
八
里
爽
氣
偏 

永
野　
　

澄

〇
天
下
嶙
峋
愼
可
躔 

木
村　
　

孝

　

千
峰
仰
看
白
雲
懸 

前
島　

彩
江

　

丹
楓
翠
壁
徑
斜
穿 

白
石　

信
隆

　

樹
陰
俯
仰
結
淨
緣 

鈴
木
冨
士
子

〇
秋
晴
靈
峰
澄
深
淵 

福
田　

忠
夫

　

湖
風
浮
雲
遊
覽
船 

小
林　

迪
雄

　

江
葉
江
上
更
濺
濺 

田
川　

行
雄

「
初
秋
函
嶺 

其
二
」（
先
韻
） 

指
導
・
水
城
副
会
長

発
山
靑
水
碧
欲
明
天 

水
城
ま
ゆ
み

◎
溪
流
快
耳
響
潺
湲 

松
本　

祐
輔

　

林
徑
深
處
殘
蟬
咽 

蔦　
　

清
昭

　

金
風
萬
理
色
香
全 

長
岡　

巨
知

　

桂
香
紛
散
詩
一
篇 

嘉
嶋　

宏
子

　

相
灣
絕
景
正
可
傳 

細
江　

利
昭

　

風
光
明
媚
世
間
宣 

木
村
英
太
郎

〇
落
照
風
連
映
微
漣 

安
藤　

啓
子

〇
秋
霖
動
葉
觝
雙
肩 

岡
崎　

勝
郎

　

茶
坊
一
碗
甘
味
圓 

横
溝
喜
久
男

　

來
年
米
壽
晚
節
堅 

保
田　

昌
男

 

（
新
井
治
仁
、
蔦
清
昭
）
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白
虹
は
誘
拐
犯
を
指
し
、
太
陽
は
君
主
を
指
す
。
結

局
誘
拐
犯
は
殺
さ
れ
た
。

　

こ
の
詩
の
初
め
の
四
句
は
四
百
年
隆
盛
を
誇
っ
て

き
た
漢
の
王
朝
が
、
次
第
に
衰
え
、
劉
弁（
少
帝
）と

劉
協（
陳
留
王
）の
後
継
者
争
い
の
事
。次
の
四
句
は

宦
官
た
ち
に
よ
っ
て
後
継
者
が
洛
陽
か
ら
連
れ
去
ら

れ
た
事
。
次
の
四
句
は
賊
臣
の
董
卓
が
実
権
を
に
ぎ

り
陳
留
王
を
皇
帝
に
つ
け（
献
帝
）、
少
帝
を
殺
し
て

洛
陽
を
焼
い
た
事
。
最
後
の
四
句
は
漢
の
遺
臣
で
あ

る
曹
操
が
廃
墟
と
な
っ
た
洛
陽
を
見
て
悲
し
ん
だ
事

を
詠
じ
た
。
こ
の
歌
は
人
々
に
歌
わ
れ
て
、
全
国
に

漢
朝
末
期
の
事
件
が
知
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
曹
操
は
ど
う
し
た
か

　

初
平
元
年（
一
九
〇
年
）董
卓
の
横
暴
な
行
為
を

見
て
反
董
卓
連
合
が
結
成
さ
れ
る
。
盟
主
は
袁
紹
で

あ
っ
た
。魏
の
曹
操
は
連
合
軍
に
加
わ
っ
た
が
、連
合

軍
の
諸
侯
は
互
い
に
牽
制
を
始
め
一
年
で
解
散
す
る
。

＊
そ
の
時
曹
操
が
思
い
だ
し
た
の
は
、
千
年
以
上
前

の「
盟
津
の
会
」で
し
た
。

「
盟
津
に
会
す
」と
は
、殷
の
紂
王
が
暴
政
を
ふ
る
い
、

こ
れ
を
討
つ
た
め
に
周
の
武
王
が
兵
を
挙
げ
た
。

武
王
が
盟
津
ま
で
来
る
と
、
諸
侯
が
武
王
の
も
と
に

馳
せ
参
じ
、
そ
の
数
は
八
〇
〇
に
達
し
た
。
武
王
は

諸
侯
を
合
わ
せ
て
、
前
一
〇
三
〇
年
頃
周
の
王
朝
を

建
て
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の
曹
操
の
思
い
を
詠
じ
た
の
が「
蒿こ

う

里り

行こ
う
」と「
酒
に
対
す
」で
す
。　
　

二
、「
蒿
里
行
」　

十
六
句
か
ら
な
る
詩
で
す
が
紙
面

は
殺
さ
れ
二
人
は
帰
還
す
る
事
が
出
来
た
。

こ
の
こ
ろ
の
状
況
を
詠
じ
た
の
が「
薤
露
行
」で
す
。

一
、薤
露
行　
　
　
　

薤か
い

露ろ

行こ
う 

魏　

曹
操

惟
漢
二
十
二
世　
　

惟
れ
漢
二
十
二
世

所
任
誠
不
良　
　
　

任
ず
る
所
誠
に
良
か
ら
ず

沐
猴
而
冠
帶　
　
　

沐
猴
に
し
て
冠
帯

知
少
而
謀
彊　
　
　

知
少
に
し
て
謀
彊
し

猶
豫
不
敢
斷　
　
　

猶
豫
敢
て
断
ぜ
ず

因
狩
執
君
王　
　
　

狩
に
因
り
て
君
王
を
執
ら
う

白
虹
為
貫
日　
　
　

白
虹
為
に
日
を
貫
き

已
亦
先
受
殃　
　
　

已
に
亦
た
先
づ
殃
を
受
く

賊
臣
持
國
柄　
　
　

賊
臣
国
柄
を
持
し

殺
主
滅
宇
京　
　
　

主
を
殺
し
て
宇
京
を
滅
す

蕩
覆
帝
基
業　
　
　

蕩
覆
す
帝
の
基
業

宗
廟
以
燔
喪　
　
　

宗
廟
以
て
燔
喪
す

播
越
西
遷
移　
　
　

播
越
し
て
西
に
遷
移
し

號
泣
而
且
行　
　
　

号
泣
し
て
且
つ
行
く

瞻
彼
洛
城
郭　
　
　

彼
の
洛
城
の
郭
を
瞻
て

微
子
為
哀
傷　
　
　

微
子
為
に
哀
傷
す

【
注
】薤
露
行
＝
薤に

ら

の
細
長
い
葉
に
置
く
朝
露
の
よ

う
に
は
か
な
く
消
え
た
者
の
為
の
歌
で
漢
代
貴
族
の

葬
送
で
歌
わ
れ
た
。沐
猴
＝
猿
の
一
種
。大
猿
。

白
虹
貫
日
＝
白
い
虹
が
太
陽
を
貫
く
現
象
。君
主（
太

陽
）に
危
険
が
及
ぶ
前
兆

微
子
＝
微
の
国
の
子
爵
。
殷
の
最
後
の
王
で
あ
る
紂

王
の
兄
、
啓
。
殷
が
亡
び
周
の
時
代
に
な
っ
て
殷
家

の
祭
祀
を
守
っ
た
。後
世「
遺
臣
」の
意
味
に
な
る
。

＊
こ
こ
で
曹
操（
一
五
五
〜
二
二
〇
）が
感
じ
た
の

は「
白
虹
貫
日
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

『
三
国
志
』の
英
雄　

曹
操
の
悲
哀

　

－

市
川
桃
子
先
生
講
演
会

－

　

令
和
三
年
十
月
十
四
日（
木
）神
奈
川
近
代
文
学

館
に
於
い
て
、
明
海
大
学
名
誉
教
授
の
市
川
桃
子

先
生
に
よ
る『
三
国
志
』の
英
雄　

曹
操
の
悲
哀
と

い
う
題
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
ほ
ぼ

百
五
十
名
の
来
場
者
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
大
勢
の

聴
講
者
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

曹
操
に
つ
い
て
歴
史
書
や
小
説
で
は
な
く「
漢
詩

に
よ
り
曹
操
の
心
の
内
に
分
け
入
る
と
い
う
試
み
」

で
有
意
義
で
楽
し
い
二
時
間
で
あ
っ
た
。
以
下
は
先

生
の
講
義
の
内
容
で
す
。

漢
末
の
時
代
状
況

　

西
暦
一
八
九
年
霊
帝
が
亡
く
な
る
と
そ
の
後
継

者
、何
皇
后
が
生
ん
だ
劉
弁（
十
九
歳
）と
霊
帝
の
母

董
太
后
の
養
育
さ
れ
た
劉
協（
八
歳
）の
間
の
争
い

が
長
引
い
た
。
一
時
何
皇
后
側
が
勝
利
し
劉
弁（
少

帝
弁
）が
即
位
す
る
。
何
皇
后
の
兄
何
進
は
宦
官
勢

力
を
一
掃
し
よ
う
と
し
て
反
対
に
殺
さ
れ
る
。
そ
れ

に
つ
け
こ
ん
で
袁
紹
軍
が
宮
中
に
入
り
宦
官
を
虐
殺

し
た
。
宮
中
は
大
混

乱
に
陥
り
、
こ
の
混

乱
の
中
で
劉
弁（
少

帝
）
と
劉
協（
陳
留

王
）
は
宦
官
に
よ
っ

て
洛
陽
か
ら
連
れ
去

ら
れ
た
。
宦
官
た
ち

市川桃子先生市川桃子先生
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＊
こ
の
志
は
、
曹
操
だ
け
で
は
な
く
、
歴
代
の
人
々

も
、
ま
た
現
代
の
人
々
も
ひ
そ
か
に
い
だ
い
て
い

る
思
い
で
し
ょ
う
。

曹
操
の
死

　

建
安
二
十
五
年（
二
二
〇
年
）曹
操
は
病
気
の
た

め
死
去
し
た
。
曹
操
の
死
後
、
息
子
の
曹
丕
が
献
帝

か
ら
禅
譲
を
受
け
皇
帝（
文
帝
）と
な
り
、曹
操
も
太

祖
・
武
帝
と
追
号
さ
れ
た
が
、
曹
操
は
死
ぬ
ま
で
漢

王
朝
の
断
絶
を
許
さ
な
か
っ
た
。

　

曹
操
は
武
将
で
あ
る
と
同
時
に
詩
人
で
し
た
。
又

曹
操
が
主
導
し
た「
建
安
文
学
」は
骨
の
あ
る
作
風

と
い
う
意
味
で「
建け

ん

安あ
ん

の
骨こ
つ

」と
呼
ば
れ
、後
世
ま
で

長
く
称
え
ら
れ
て
い
る
。

尚
、
本
講
演
は
神
漢
連Y

ouT
ube

チ
ャ
ネ
ル
で
観

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
記　

水
城
ま
ゆ
み
）

（
恩
徳
）は
広
く
草
木
や
昆
虫
に
ま
で
及
ぶ
。
し
か
し

天
下
の
統
一
も
、
理
想
郷
も
、
実
現
で
き
ず
、
曹
操

は
何
時
ま
で
も
戦
い
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。

天
下
を
統
一
し
理
想
の
世
界
を
作
る
た
め
に

　

建
安
十
一
年（
二
〇
六
年
）曹
操
五
十
一
歳
の
時

高
幹
討
伐
を
し
た
。
こ
の
時
詠
ん
だ
詩
が「
苦く

寒か
ん

行こ
う
」

で
す
。
こ
の
遠
征
で
は
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
め
ら
れ

側
近
を
な
く
し
曹
操
自
身
も
疲
弊
し
た
と
言
い
ま

す
。

四
、「
苦
寒
行
」（
中
の
四
句
）

樹
木
何
蕭
瑟　
　

樹
木
何
ぞ
蕭
瑟
た
る

北
風
聲
正
悲　
　

北
風　

声　

正
に
悲
し

熊
羆
對
我
蹲　
　

熊
羆　

我
に
対
し
て
蹲
り　

虎

夾
路
啼　
　

虎
　

路
を
夾
み
て
啼
く

五
、「
亀き

雖す
い

壽じ
ゅ
」

　

天
下
は
依
然
騒
乱
し
、
魏
の
曹
操
は
赤
壁
の
戦
い

に
敗
れ
て
天
下
統
一
の
機
会
を
逃
し
、
魏
・
呉
・
蜀

の
三
国
が
に
ら
み
合
う
形
成
と
な
り
ま
し
た
。
戦
い

の
内
に
曹
操
も
次
第
に
年
老
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
天
下
の
争
乱
を
鎮
め
る
志
は
消
え
ま
せ
ん
。

烏
垣
か
ら
凱
旋
し
た
時
、五
十
三
才
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

老
驥
伏
櫪　
　

老
驥
は
櫪
に
伏
す
も

志
在
千
里　
　

志
は
千
里
に
あ
り

烈
士
暮
年　
　

烈
士
暮
年

壮
心
不
已　
　

壮
心
已
ま
ず

の
関
係
で
詩
の
内
容
と
後
半
八
句
を
紹
介
し
ま
す
。

初
め
は
、
董
卓
を
討
っ
て
漢
の
王
朝
を
再
興
す
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
そ
の
志
を
持
っ
た
も
の
が
連
合
軍
を

作
っ
て
い
た
。
そ
の
内
利
害
の
違
い
か
ら
争
い
が
起

り
、
か
っ
て
に
君
主
や
天
子
を
称
す
る
者
も
出
て
き

た
。
苦
し
い
戦
い
に
な
り
百
人
の
内
九
十
九
人
が

死
ん
だ
。
一
面
に
人
家
が
無
く
な
り
、
白
骨
が
散
ら

ば
っ
て
い
た
。兵
や
民
衆
が
滅
ぼ
さ
れ
た
悲
し
み
。

　

後
半
八
句

淮
南
帝
稱
號　
　

淮
南
に
は
帝
の
称
号

刻
璽
於
北
方　
　

北
方
に
は
刻
璽　

鎧
甲
生

蝨　
　

鎧
甲

蝨
生
じ

萬
姓
以
死
亡　
　

万
姓
以
て
死
亡
す

白
骨
露
於
野　
　

白
骨
野
に
露
れ

千
里
無

鳴　
　

千
里
に

鳴
無
し

生
民
百
遺
一　
　

生
民
百
に
一
を
遺
す　

念
之
斷
人
腸　
　

之
を
念
え
ば
人
の
腸
を
断
つ　

　
三
、「
酒
に
対
す
」　

曹
操
は
、
政
略
、
戦
略
に
富
ん

だ
武
将
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、

曹
操
の
夢
、理
想
の
国
家
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

後
の
六
句

囹
圄
空
虚 

冬
節
不
斷 

囹
圄
空
虚
に
し
て
冬
節
に
断
ぜ
ず

人
耄
耋 

皆
得
以
壽
終 

人
耄
耋　

皆
得
る
に
寿
終
わ
る
を

 

以
て
す

恩
徳
廣
及
草
木
昆
蟲 

恩
徳
広
く
草
木
昆
虫
に
及
ぶ

　

詩
の
内
容
は
、監
獄（
囹
圄
）は
空
っ
ぽ
で
判
決
を

下
す
年
末
に
な
っ
て
も
裁
判（
断
）を
す
る
必
要
は

な
い
。
人
は
八
十
歳（
耄
）九
十
歳（
耋
）ま
で
長
生

き
し
を
し
て
、
皆
寿
命
を
全
う
す
る
。
天
子
の
恵
み

熱心に聞きいる大勢の来場者熱心に聞きいる大勢の来場者
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私
の
好
き
な
漢
詩

　

－

漢
詩
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

－

ア
ン
ケ
ー
ト
担
当 

山
口
幸
雄

　

漢
詩
ア
ン
ケ
ー
ト
で
上
位
に
な
っ
た
詩
を
、
第
一

位
と
し
て
投
票
さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
、
五
人
の
方

に
好
き
な
理
由
、
そ
の
詩
と
の
関
り
や
思
い
な
ど
を

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
計
報
告
の
中
に
も
書

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
大
き
な
特
徴

は
、
人
気
が
集
中
せ
ず
、
選
ば
れ
た
詩
が
多
数
で
、

し
か
も
広
い
範
囲
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
は
下
記
の
原
稿
の
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
神

漢
連
の
会
員
の
中
に
は
、
詩
吟
を
や
っ
た
り
、
書
を

書
い
た
り
、
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
文
学
的
な
観
点

か
ら
の「
読
む
漢
詩
」に
と
ど
ま
ら
ず
、「
詠
う
漢
詩
」、

「
書
に
す
る
漢
詩
」と
し
て
漢
詩
を
と
ら
え
る
こ
と

で
、
漢
詩
鑑
賞
の
裾
野
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
多
様
な
立
場
の
方
々
の
漢
詩

に
対
す
る
思
い
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
、
私
た
ち
自

身
の
漢
詩
に
対
す
る
考
え
方
も
大
き
く
広
げ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル「
わ
た
し
の
好
き

な
漢
詩
」に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
投
票
さ
れ
た
方
の

す
べ
て
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か

ご
覧
に
な
っ
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
思
い
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
春
望
」の
素
晴
ら
し
さ
九
詩
期
会　

松
本
祐
輔

　

春
望　
　
　
　

春
望 

杜
甫        

國
破
山
河
在　
国
破
れ
て
山
河
在
り

城
春
草
木
深　
城
春
に
し
て
草
木
深
し

感
時
花
濺
涙　
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺そ
そ
ぎ

恨
別
鳥
驚
心　
別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す

烽
火
連
三
月　
烽ほ
う
火か

三さ
ん

月げ
つ
に
連
な
り

家
書
抵
萬
金　
家
書
万
金
に
抵あ
た
る

白
頭
搔
更
短　
白
頭
掻か

け
ば
更
に
短
く

渾
欲
不
勝
簪　
渾す

べ
て
簪し
ん
に
勝た

え
ざ
ら
ん
と
欲
す

　

私
が
、
好
き
な
漢
詩
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
春
望
を

ト
ッ
プ
に
選
ん
だ
理
由
は
、
折
に
触
れ
て
詩
吟
で
楽

し
み
接
し
、
身
近
に
感
じ
て
き
た
た
め
で
す
。
特
に

首
聯
が
素
晴
ら
し
く
、
石
川
忠
久
先
生
の
漢
詩
鑑
賞

事
典
に
よ
れ
ば
、「
人
の
世
は
転
変
す
る
が
、自
然
の

山
や
川
は
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
草
木
も
春

が
来
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
葉
が
茂
り
花
が
咲
く
。
そ
こ

が
悲
し
い
の
だ
。」と
、解
説
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
律
詩
は
、
頷
聯
及
び
頸
聯
の
対
句
の
詩
語
一

つ
一
つ
が
非
常
に
巧
み
に
連
繋
し
て
私
の
心
を
揺
さ

ぶ
り
ま
す
。
ま
た
、
松
尾
芭
蕉
も「
奥
の
細
道
」の
平

泉
の
条
り
で
首
聯
を
典
故
と
し
た「
国
破
れ
て
山
河

在
り
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
」と
平
泉
の
興
亡
を

懐
旧
し「
時
の
移
る
ま
で
涙
を
落
と
し
は
べ
り
ぬ
」

と
詠
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
春
望
が
人
々
の
胸
を
打
ち
心
に
迫
る

か
ら
で
し
ょ
う
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
一
番

に
選
ば
れ
た
の
も
納
得
の
い
く
こ
と
で
す
。

「
白
帝
城
」の
思
い
出

塚
田
倩
子

　

早
發
白
帝
城　
　
　

早
に
白
帝
城
を
発
す 

李
白

朝
辭
白
帝
彩
雲
間　
朝あ
し
たに
辞
す
白
帝
彩
雲
の
間

千
里
江
陵
一
日
還　
千
里
の
江
陵
一
日
に
還
る

兩
岸
猿
聲
啼
不
住　
両
岸
の
猿
声
啼
い
て
住と
ど
ま
ら
ず

輕
舟
已
過
萬
重
山　
軽
舟
已
に
過
ぐ
万ば
ん
重ち
ょ
うの
山

　

旅
が
好
き
で
あ
る
。東
洋
史
が
好
き
で
あ
る
。ず
っ

と
観
光
客
を
拒
ん
で
い
た
中
国
が
、
漸
く
受
け
入
れ

を
始
め
た
一
九
八
〇
年
代
に
、
毎
年
、
亡
夫
と
嬉
々

と
し
て
各
地
を
訪
ね
た
。
そ
の
四
年
目
が
三
峡
下
り

で
あ
っ
た
。
三
峡
ダ
ム
建
設
を
計
画
中
で
、
い
ず
れ

景
観
が
損
な
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
。

重
慶
か
ら
宜
昌
ま
で
、
二
〇
名
ほ
ど
の
客
を
乗
せ
て

一
泊
の
船
旅
で
あ
っ
た
。
劉
備
玄
徳
の
故
事
を
聴
き

な
が
ら
白
帝
城
を
め
ぐ
り
、
蜀
の
桟
道
を
見
上
げ
、

の
ど
か
な
旅
で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ド
は
夜
、
船
内
で
胡

弓
を
奏
で
、筆
を
揮
っ
た
。

　

後
日
、
李
白
の
詩
を
じ
っ
く
り
読
ん
だ
。
私
の
旅

は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
詩
に

描
か
れ
る
風
景
は
疾
風
の
よ
う
に
素
早
く
過
ぎ
て
行

く
。
舟
は
も
っ
と
小
さ
く
、
水
面
は
間
近
で
あ
っ
た

ろ
う
。危
険
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。そ
れ
で
も
、

眺
め
た
景
色
は
李
白
と
同
じ
だ
っ
た
と
信
じ
て
い

る
。

　

今
も
あ
の
雄
大
な
景
色
は
保
た
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
様
々
な
漢
詩
を
な
ぜ
か
す
ら
す
ら
と
暗
唱
し
て

み
せ
た
亡
夫
の
姿
と
共
に
、旅
を
思
い
出
す
。

（
読
み
は
岩
波
文
庫『
唐
詩
選
』）
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「
飲
酒 

其
五
」と
私

 

住
田
笛
雄

結
廬
在
人
境　

而
無
車
馬
喧

問
君
何
能
爾　

心
遠
地
自
偏

采
菊
東
籬
下　

悠
然
見
南
山

山
氣
日
夕
佳　

飛
鳥
相
與
還

此
中
有
眞
意　

欲
辨
已
忘
言

　

陶
淵
明
の「
飲
酒
」二
十
首
の
中
の
第
五
番
目
の

作
で
あ
る
。都
城
に
住
ん
で
も
心
は
隠
者
、正
に「
大

隠
」の
姿
勢
で
あ
る
。
そ
れ
と
、「
飲
酒
」と
言
い
な

が
ら
、「
酒
」は
一
言
も
言
わ
な
い
。
直
接
言
わ
ず
に

言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
詩
心
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
酒

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
小
生
と
し
て
は
、
こ
の
世
に
こ

の
様
な
詩
が
あ
る
事
が
真
に
嬉
し
い
。

　

菊
を
と
る
の
は
飾
っ
て
眺
め
る
た
め
で
は
な
い
。

酒
に
浮
か
べ
て
薬
酒
と
し
て
長
生
き
を
願
う
た
め
で

あ
る
。
そ
の
長
生
き
の
象
徴
が
、
古
く
詩
経
の
時
代

か
ら「
南
山
」な
の
だ
。
こ
の
二
行
は
、
酒
飲
み
の
本

音
を
表
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

酒
を
酌
む
の
は
日
暮
れ
か
ら
、
夕
陽
が
美
し
く
鳥

も
連
れ
立
っ
て
帰
っ
て
ゆ
く
。
さ
あ
、
ゆ
っ
く
り
静

か
に
楽
し
も
う
。

　

飲
酒
其
の
五
を
詠
ず 

住
田

軒

東
籬
菊
發
戸
庭
隈

三
兩
相
連
夕
鳥
來

山
氣
正
如
陶
令
宅

忘
言
佳
景
暫
徘
徊

「
寒
梅
」に
思
う

千
代
田
岳
精
会　

田
川
行
雄

　

寒
梅 

新
島　

襄

庭
上
一
寒
梅　
庭
上
の
一
寒
梅

笑
侵
風
雪
開　
笑
っ
て
風
雪
を
侵お
か
し
て
開
く

不
爭
又
不
力　
争
わ
ず 

又 

力つ
と
め
ず

自
占
百
花
魁　
自
ず
か
ら
百
花
の
魁
さ
き
が
けを
占し

む

　

こ
の
漢
詩｢

寒
梅｣

を
詩
吟
の
時
間
に
初
め
て
接

し
た
の
は
随
分
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
島
襄

が
指
導
者
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
苦
難
に
め
げ
ず
に

笑
っ
て
目
標
達
成
に
立
ち
向
か
う
姿
を
思
い
浮
か
べ

て
、
強
い
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
業
界
に
身
を
置
き
、
そ
の
変
化
を

チ
ャ
ン
ス
に
す
る
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
現
役

時
代
を
思
い
起
こ
し
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
新
島
襄
の
生
涯
や
こ
の
漢
詩
の
意
味
を

調
べ
る
と
、
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
深
く
反
省
す
る
と
共
に
一
層
こ
の
詩
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

｢

別
に
争
っ
て
一
番
咲
き
を
競
っ
て
努
力
し
た
の

で
は
な
く
、
自
然
に
あ
ら
ゆ
る
花
の
さ
き
が
け
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
謙
虚
な
姿
で
、
人
間

も
こ
う
あ
り
た
い
も
の
だ｣
と
い
う
解
釈
に
触
れ
、

あ
ら
た
め
て
自
身
の
観
察
力
の
甘
さ
を
痛
感
し
た
次

第
で
す
。
今
後
の
あ
ま
り
長
く
な
い
で
あ
ろ
う
人
生

も
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
過
ご
し
た
い
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
九
月
十
三
夜
陣
中
作
」に
上
杉
謙
信
を
思
う

 

好
文
会　

瀧
川
智
志

　

九
月
十
三
夜
陣
中
作 

上
杉
謙
信

霜
滿
軍
營
秋
氣
淸　
霜
は
軍
営
に
満
ち
て
秋
気
清
し

數
行
過
雁
月
三
更　
数
行
の
過
雁 

月
三
更

越
山

得
能
州
景　
越
山 

併
せ
得
た
り 

能
州
の
景

遮
莫
家
鄕
憶
遠
征　
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ 

家
郷
の
遠
征
を
憶
う
を

　

結
句「
今
宵
は
、
世
間
の
俗
事
を
一
切
忘
れ
、
た

だ
た
だ
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
明
月
を
心
ゆ
く
ま
で
愛

で
よ
う
で
は
な
い
か
諸
君
！
」と
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
、グ
グ
ッ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

転
句「
い
ま
首
尾
よ
く
七
尾
城
を
陥
れ
、
越
中
・

越
後
の
山
々
と
、
つ
い
に
手
に
入
れ
た
能
州
の
こ
の

風
景
を
併
せ
て
眺
め
得
る
こ
と
は
、
真
に
男
子
の
本

懐
で
あ
る
」に
は
、
戦
国
武
将
の
得
意
の
高
揚
し
た

気
持
ち
が
よ
く
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

七
尾
城
は
富
山
湾
の
西
の
海
辺
に
あ
り
ま
す
。
私

は
こ
の
七
尾
城
の
す
ぐ
近
く
の
越
中
の
射
水
市
放

生
津
で
育
ち
ま
し
た
。そ
し
て
、ど
う
い
う
因
縁
か
、

現
在
は
、
上
杉
謙
信
の
元
の
名
、
長
尾
景
虎
ゆ
か
り

の
地
、
鎌
倉
市
長
尾
台
の
隣
の
横
浜
市
小
山
台
に
住

ん
で
い
ま
す
。
地
縁
に
よ
っ
て
作
者
と
詩
が
好
き
に

な
る
の
も
あ
り
で
し
ょ
う
。

　

謙
信
は
、
戦
場
で
は
軍
神
が
憑
依
す
る
か
と
畏
れ

ら
れ
る
一
方
、
仏
教
に
深
く
帰
依
し
、
義
に
厚
く
、

欲
の
薄
い
変
人
で
、
奇
行
が
多
か
っ
た
と
も
伝
わ
り

ま
す
が
、
琵
琶
を
趣
味
と
す
る
歌
人
で
も
あ
り
、
書

も
上
手
で
、
戦
国
武
将
中
、
最
も
惹
か
れ
る
人
物
の

一
人
で
す
。
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自
詠
自
書
展

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
創
立
十
五
周
年
の
記
念
行
事

の
一
つ
と
し
て
、「
第
五・
六
回
自
詠
自
書
展
」が
十

月
二
十
日（
水
）
〜
二
十
四
日（
日
）ま
で
県
民
ホ
ー

ル
第
三
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、
一
七
〇
名
以
上

の
ご
高
覧
を
賜
り
成
功
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
第
五
回
展
の
出
品

作
品
と
合
わ
せ
、
石
川
忠
久
先
生
、
窪
寺
啓
先
生
の

作
品
を
始
め
、画
賛
を
含
め
た
半
切
や
額
、篆
刻
、大

型
作
品
、
さ
ら
に
新
企
画
と
し
て
の
色
紙
、
折
り
手

本
、
諸
橋
轍
次
博
士
直
筆
の
色
紙
、
中
国
の
鄒
國
榮

様
自
詠
の
祝
詩
な
ど
、
全
七
十
余
点
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
作
品
が
大
会
場
に
整
然
と
並
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
功
は
ひ
と
え
に
出
品
者
皆
様
の
ご
協
力

と
、
幹
事
一
同
一
丸
と
な
っ
て
立
案
か
ら
撤
去
ま
で

各
々
の
役
割
を
果
た
し
た
団
結
力
の
結
果
で
あ
り
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

自
詠
自
書
の
会
は
漢
詩
を
広
め
、
書
す
る
こ
と
を

楽
し
む
会
で
す
。
そ
の
両
方
を
参
加
者
皆
様
が
生
き

が
い
と
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
無
上
の
喜
び
で
す
。
こ

れ
ま
で
応
援
し
、力
を
お

貸
し
く
だ
さ
っ
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。神
漢
連
の
中
に
さ

ら
に
自
詠
自
書
の
輪
が

広
が
り
、根
付
い
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。　
　
（
上
田
尤
子
）

漢
詩
講
演
会
・
記
念
式
典
の

Y
ouT

ube

配
信

　

魏
の
曹
操
の
漢
詩
を
歴
史
資
料
と
し
て
の
観
点
か

ら
読
み
解
か
れ
た
市
川
先
生
の
素
晴
ら
し
い
ご
講
演

を
、
ど
な
た
に
も
視
聴
可
能
な
形
で
配
信
中
で
す
。

先
生
の
ご
講
演
資
料
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
フ
ァ
イ

ル
で
丁
寧
に
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
動

画
化
し
て
講
演
の
ご
様
子
の
動
画
と
合
わ
せ
れ
ば
高

品
位
の
講
演
記
録
を
作
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
し

た
。
テ
ス
ト
版
を
作
り
先
生
に
お
見
せ
し
て
、
我
々

素
人
が
動
画
を
作
る
こ
と
の
ご
承
諾
を
事
前
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

と
は
言
え
一
時
間
を
超
え
る
長
時
間
の
実
況
録
画

は
初
め
て
の
経
験
で
、失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。ご
講

演
の
様
子
を
二
本
のiPhone

で
別
角
度
か
ら
録
画
、

ご
講
演
の
進
行
全
体
を
会
場
カ
メ
ラ
で
録
画
、
と
三

重
に
収
録
し
ま
し
た
。
配
信
中
のY

ouT
ube

は
こ
れ

ら
を
編
集
し
た
も
の
で
す
。
会
場
カ
メ
ラ
の
記
録
か

ら
総
会
、記
念
式
典
も
切
り
出
し
て
編
集
し
ま
し
た
。

　

市
川
先
生
の
ご
講
演
のY

ouT
ube

と
記
念
式
典

のY
ouT
ube

は
神
漢
連
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
ど
な
た

で
も
視
聴
可
能
で
す
。
神
漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
リ
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
会
は
神
漢
連
の

内
部
行
事
で
す
の
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ

れ
た
方
限
定
で
視
聴
可
能
な
リ
ン
ク
を
配
信
済
み

で
す
。
神
漢
連
と
は
何
者
か
？
が
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
視
聴
く
だ
さ

い
。 

　
（
蔦　

清
昭
）

エ
コ
バ
ッ
グ
と
ク
リ
ア
フ
ィ
ル

「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」（
下
）頒
布

　

神
漢
連
創
立
十
五
周
年
の
記
念
品
と
し
て
制
作
し

た
グ
ッ
ズ
、
及
び
よ
う
や
く
発
刊
し
た「
七
言
絶
句

こ
こ
か
ら
一
歩
」（
下
）は
、
会
報
二
十
九
号
の
五
頁

と
七
頁
で
そ
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お
り
、
皆

様
の
好
評
を
得
て
頒
布
中
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
今
回
の
記
念
式
典
や
神
漢
連
運
営
委

員
会
を
通
し
て
の
対
面
式
の
頒
布
で
し
た
が
、
い
よ

い
よ
メ
ー
ル
・
郵
便
で
の
申
込
の
頒
布
を
開
始
い

た
し
ま
す
。
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
グ
ッ
ズ
・
図
書

と
共
に
、
送
料
を
加
え
た
請
求
書
を
同
封
い
た
し
ま

す
。奮
っ
て
申
込
願
い
ま
す
。

一
．エ
コ
バ
ッ
グ 

頒
布
代
金 

一
個　

千
円

二
．ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル 

一
セ
ッ
ト
十
枚
で
五
百
円

申
込
先　

〒234

－0054　

横
浜
市
港
南
区
港
南
台

　
　
　
　

四

－

五

－

一
五

－

一
〇
四 

山
口
幸
雄

　
　
　
　

M
ail

：bxc01076@
nifty.com

三
．「
だ
れ
で
も
わ
か
る
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩

（
下
）　

佩
文
齋
詠
物
詩
選
抄
・
注
釈
」

頒
布
代
金
千
五
百
円

申
込
先　

〒247

－0063　

鎌
倉
市
梶
原

　
　
　
　

二

－

二
六

－

一

－

三
一
九 

香
取
和
之

　
　
　
　

M
ail

：K
atorikazuyuki@

gm
ail.com

多数の自詠自書の作品多数の自詠自書の作品
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城
田
先
生
追
悼

　

窪
寺
先
生
か
ら
追
悼
の
玉
詞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

辛
丑
七
月
念
七
日
城
田
六
郎
君
溘
焉
逝
賦
此
以
追
悼

 

窪
寺
貫
道

同
學
俊
髦
爲
雅
盟　
同
学
の
俊
髦 
雅
盟
と
為
り

常
專
研
覈
巧
吟
情　
常
に
研け
ん
覈か
く
を
専
ら
に
し
て 
吟
情
巧
み
な
り

何
圖
噩
耗
馳
三
伏　
何
ぞ
図
ら
ん 

噩が
く
耗こ
う 

三
伏
に
馳
す

詩
會
空
遺
第
一
名　
詩
会
空
し
く
遺
す 

第
一
名

城
田
先
生
追
悼

 

好
文
会　

高
津
有
二

　

城
田
先
生
の
お
嬢
様
か
ら
訃
報
を
聞
い
た
時
に
は

言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
痛
恨
の
極
み
と
い
う
の
は
、

こ
の
こ
と
を
言
う
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
田
先
生
は
、
私
が
初
心
者
入
門
講
座
を
終
え

て
、
好
文
会
を
作
っ
た
当
初
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で

一
貫
し
て
、
ご
指
導
頂
い
た
恩
師
で
あ
り
ま
す
。
ま

が
り
な
り
に
も
漢
詩
ら
し
き
も
の
を
作
っ
て
い
る
の

は
城
田
先
生
の
お
蔭
な
く
し
て
は
出
来
な
い
話
で

す
。
好
文
会
の
２
時
間
余
り
の
厳
し
い
ご
指
導
の
あ

と
、
近
所
の
居
酒
屋
で
の
団
欒
は
こ
の
上
な
い
楽
し

い
も
の
で
し
た
。
こ
こ
で
、
城
田
先
生
へ
の
御
礼
の

気
持
を
込
め
て
拙
詩
に
し
ま
し
た
。

会
員
の
た
よ
り

　

悼
城
田
恩
師
急
逝　
城
田
恩
師
の
急
逝
を
悼
む

風
雅
淸
高
詩
入
神　
風
雅 

清
高 

詩 

神
に
入
る

數
多
錦
繍
絕
儔
倫　
数
多
の
錦
繍 

儔
倫
を
絶
す

慈
顔
髣
髴
名
無
朽　
慈
顔 

髣
髴 

名 

朽
ち
る
無
し

白
玉
樓
中
得
意
人　
白
玉
楼
中 

意
を
得
た
る
人

　

城
田
先
生
は
間
違
い
な
く
、
白
玉
楼
に
行
か
れ
て

い
ま
す
が
、
私
の
よ
う
な
凡
人
が
行
け
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
の
で
、
そ
の
時
が
来
た
ら
、
白
玉
楼
の
建
物

の
門
前
ま
で
出
向
い
て
、
一
言
、
御
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
、今
か
ら
密
か
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

城
田
先
生
追
悼

 

鑑
賞
会
Ｃ　

香
取
和
之

　

城
田
六
郎
先
生
は
、
清
朝
康
熙
帝
勅
撰
の「
佩
文

齋
詠
物
詩
選
」中
の
七
言
絶
句
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、

二
〇
一
五
年
六
月
に
始
ま
っ
た
漢
詩
鑑
賞
会
Ｃ
の
生

み
の
親
で
あ
り
、ま
た
育
て
の
親
で
す
。

　

城
田
先
生
は
漢
詩
の
習
得
に
確
固
た
る
信
念
と
情

熱
、
さ
ら
に
具
体
的
な
方
策
を
お
持
ち
で
し
た
。
そ

の
集
大
成
と
し
て
一
昨
年
九
月
の 

「
第
三
十
五
回
国

民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き
２
０
２
０
全
国
漢
詩
の
祭

典
」で
は「
酒
匂
川
畔
村
酒
」で
栄
え
あ
る
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
一
月
に

は
、五
年
半
に
及
ぶ「
佩
文
齋
詠
物
詩
選
」の
主
要
部

の
講
義
を
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
出
版
準
備
を

ほ
ぼ
終
え
て
、
昨
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に

は
、
運
命
的
な
も
の
さ
え
感
じ
ま
す
。
私
共
へ
の
長

年
の
ご
指
導
に
深
謝
す
る
と
共
に
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

十
五
期
サ
ー
ク
ル
の
結
成
及
び

第
一
回
定
例
会
に
つ
い
て

世
話
人　

川
喜
田
康

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
主
催
の
第
十
五
回
初
心
者
入

門
講
座
が
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
て
昨
年
六
月
八
日

か
ら
七
月
二
十
八
日
ま
で
全
五
回
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
三
十
名
余
で
し
た
。
最
終
日
七
月

二
十
八
日
に
講
座
受
講
者
有
志
に
よ
る
十
五
期
の

サ
ー
ク
ル
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
の
概
要
は
定
例
会
を
十
一
月
よ
り

隔
月
一
回
、
第
一
火
曜
日
、
会
場
は
そ
の
都
度
選
定

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
定
例
会
に
は
水

城
ま
ゆ
み
先
生
、
高
田
宗
治
先
生
に
ご
出
席
頂
き
ご

指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
足
時

の
サ
ー
ク
ル
会
員
は
十
四
名（
男
八
名
、女
六
名
）で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
の
定
例
会
は
十
一
月
二
日（
火
曜
日
）近

代
文
学
館
会
議
室
で
、
出
席
メ
ン
バ
ー
は
九
名
、
各

自
の
漢
詩
原
稿
を
も
と
に
、
両
先
生
の
ご
批
正
を
踏

ま
え
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
後
サ
ー
ク
ル
名
に
つ
い

て
は
検
討
の
結
果
、一
五
期（
い
ち
ご
き
）に
因
ん
で

逸
語
会（
い
ち
ご
か
い
）に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
の
進
行
に
つ
い
て
は
事
前
の
原
稿
の
取
り
ま
と

め
、
両
先
生
へ
の
お
渡
し
に
あ
た
り
ご
担
当
に
負
担

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
会
場
の
選
定
に
苦

労
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
両
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
会
員
相
互
の
親
交
を

深
め
、
明
る
く
楽
し
い
漢
詩
制
作
の
場
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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四
十
に
し
て
惑
わ
ず

志
詩
会　

辻　

寛
子

　

十
四
期「
志
詩
会
」
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
昨
年

十
二
月
に
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
あ
わ
た
だ
し
く

過
ぎ
る
日
常
の
中
で
漢
詩
を
作
る
た
び
に
季
節
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
、
感
覚
も
以
前
よ
り
敏
感
に
な
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

私
は
詩
吟
を
た
し
な
ん
で
い
ま
す
が
、
詩
吟
は
主

に
漢
詩
の
読
み
下
し
文
に
節
調
を
付
け
て
吟
じ
ま

す
。
好
き
な
漢
詩
は
吟
じ
て
い
て
気
持
ち
が
い
い
も

の
で
す
が
、
自
作
の
漢
詩
も「
吟
じ
た
と
き
」の
こ
と

を
考
え
て
読
み
下
し
の
美
し
さ
に
重
き
が
行
き
が
ち

で
す
。
吟
題
は
あ
り
ふ
れ
た
日
常（
大
好
き
な
お
酒
、

こ
ど
も
た
ち
、庭
の
四
季
な
ど
）で
す
が
、私
の
感
覚

を
そ
の
ま
ま
受
け
手
に
感
じ
て
も
ら
え
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
表
現
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
七
言
絶
句
の
た

か
だ
か
二
十
八
文
字
に
深
い
奥
行
き
を
出
す
に
は
ま

だ
ま
だ
学
浅
く
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
自
分

で
挑
戦
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
現
代
に
残
さ
れ
た
多
く

の
漢
詩
の
す
ば
ら
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
世
界

は
広
く
、歴
史
は
な
ん
て
奥
深
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

九
月
で
四
十
歳
に
な
り
、
大
好
き
な
劉
禹
錫
の

「
秋
思
」の
詩
の
一
部
を
拝
借
し
、
抱
負
を
漢
詩
に
し

た
た
め
て
十
月
の
例
会
に
挑
み
ま
し
た
。「
行
人
惑

わ
ず
前
途
浩
た
り　

白
鷺
飛
揚
碧
霄
に
到
る
」。「
人

生
死
ぬ
ま
で
生
き
る
」と
祖
父
は
よ
く
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
死
ぬ
そ
の
時
ま
で
ず
っ
と
学
び
続
け
る
も

の
が
あ
る
こ
と
は
喜
び
だ
と
本
当
に
思
い
ま
す
。
私

の
人
生
も
こ
れ
か
ら
！
惑
わ
ず
！
突
き
進
み
ま
す
！

禅
僧
の
漢
詩
に
触
発
さ
れ
て干

支
会　

髙
橋
光
代

　

嘗
て
夏
目
漱
石
が
参
禅
し
た
円
覚
寺
に
釈
宗
演
と

い
う
高
僧
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
親
交
の
あ
っ
た
山
岡

鉄
舟
の
勧
め
で
セ
イ
ロ
ン
へ
三
年
間
の
修
行
に
行

き
、『
西
遊
日
記
』を
書
か
れ
ま
し
た
。
本
文
は
漢
文

で
書
か
れ
て
い
て
、漢
詩
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
、
多
く
の
中
国
の
漢
詩
を
学
び
暗
誦
し

た
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
去
っ
て
い
た
時
に
、『
西

遊
日
記
』に
書
か
れ
て
い
た
漢
詩
に
よ
り
記
憶
が

り
ま
し
た
。
漢
詩
の
世
界
の
広
さ
、
意
味
の
深
さ
に

心
を
打
た
れ
、
も
っ
と
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
、

漢
詩
の
会
に
入
っ
た
次
第
で
す
。

　

釈
宗
演
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、
現
在

の
人
た
ち
に
向
け
て『
西
遊
日
記
』の
現
代
語
訳
を

大
学
の
先
生
が
書
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を

読
ん
で
、
明
治
生
ま
れ
の
伯
父
が
大
変
落
胆
し
た
姿

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
伯
父
は
以
前『
釈
宗
演

伝
』を
書
き
ま
し
た
の
で
、
常
日
頃
漢
文
、
漢
詩
に

接
し
て
い
る
人
と
、
そ
れ
が
非
日
常
的
な
人
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

中
国
の
二
千
年
前
の
漢
詩
が
今
で
も
鑑
賞
さ
れ
、

今
の
日
本
の
文
化
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
東
洋
の
端
の
国
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は

奇
跡
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な
文
化
を
若
い
人
た

ち
が
学
ん
で
宝
物
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ま
だ
ま

だ
日
本
の
漢
詩
文
化
は
存
続
で
き
る
と
一
会
員
と
し

て
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

私
と
漢
詩

　

＊
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
日
本
詩
文

三
水
七
歩
会　

柴
本
信
子

　

巻
第
一

祇
園
精
舎
鐘
声
响　

訴
説
世
事
本
无
常

沙
羅
雙
樹
花
失
色　

盛
者
必
衰
若
滄
桑

驕
奢
主
人
不
長
久　

好
似
春
夜
夢
一
場

強
梁
覇
道
終
絕
滅　

恰
如
風
前
塵
土
揚

　

巻
第
十
一

　

新
中
納
言
知
盛
説「
不
愿
看
到
的
事
終
干
来
到
了
、

譲
我
等
自
尽
吧
中
」（
中
略
）他
們
把
、
紅
旗
紅
印
抛

在
海
面
上
、
那
情
就
象
龍
田
川
的
紅
叶
陽
陽
被
山
風

吹
落
、
紛
紛
滿
地
、
拍
打
岸
邊
的
白
波
也
變
成
了
朝

紅
色
。
失
去
主
人
的
空
船
任
凭
潮
涌
風
吹
、
漫
无
目

的
地
漂
白
、實
在
可
非
。

　

ご
存
じ
、
日
本
文
学
史
上
比
類
無
い
、「
平
家
物

語
」（
一
九
八
四
年
・
人
民
文
学
出
版
社
）で
す
。
実

は「
こ
の
本
」は
一
時
移
住
し
て
い
た
門
司
港
、大
連

友
好
図
書
館
の
廃
棄
図
書
！
洋
館
三
階
の
飾
り
窓

か
ら
海
峡
を
往
来
す
る
船
を
眺
め
た
り
、
読
書
し
た

り
。
郭
沫
若
や
郁
達
夫
な
ど
の
作
品
も
閲
覧
で
き
ま

し
た
。

　

前
回
会
報
、
陳
興
さ
ん
の
ご
意
見
に
触
発
さ
れ
ま

し
た
の
で「
山
頭
火
の
世
界
」（
李

訳
・
春
陽
堂
書

店
）の
自
由
律
俳
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か

　
　
「
煢
煢
背
影　

緩
歩
暮
秋
冷
雨
中
」
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私
と
漢
詩

詩
林
会　

白
石
信
隆

　

十
周
年
行
事
が
終
わ
っ
た
年
の
四
月
に
、
神
漢
連

に
入
会
し
た
。
目
的
は
ひ
と
つ
、
玉
井
先
生
の
漢
詩

鑑
賞
会
聴
講
だ
っ
た
。
事
務
局
か
ら
は
入
会
費
と
併

せ
て
初
心
者
講
座
費
の
払
込
票
が
送
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
ま
で
漫
然
と
で
は
あ
る
が
漢
詩
は
少
し
読
ん
で

い
た
。
し
か
し
、
韻
や
平
仄
と
縁
の
な
い
普
通
の
日

本
人
に
漢
詩
を
作
れ
る
は
ず
は
な
い
と
決
め
こ
ん
で

い
た
。そ
れ
故
、半
信
半
疑
で
受
講
を
決
め
た
。

　
「
詩
語
集
」の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
私
に
は
、
正

に
目
か
ら
う
ろ
こ
で
あ
っ
た
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
、

「
だ
れ
漢
」を
初
回
の
講
義
時
に
初
め
て
手
に
し
た

事
自
体
が
、
不
埒
な
心
構
え
で
あ
っ
た
が
、
無
知
な

故
で
も
あ
っ
た
。
素
養
に
欠
け
る
身
に
と
っ
て
、
そ

れ
を
少
な
か
ら
ず
補
っ
て
く
れ
る
詩
語
集
は
パ
ソ
コ

ン
で
言
え
ば
、
外
付
け
の
メ
モ
リ
ー
で
あ
る
。
平
仄

と
押
韻
そ
の
他
の
ル
ー
ル
を
教
わ
り
、
外
付
け
メ
モ

リ
ー
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
パ
ズ
ル
を
解
く
に
似

た
感
慨
を
以
っ
て
楽
し
く
作
詩
が
始
ま
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
年
、
詩
作
は
一
向
に
進
歩
し
な
い
。

身
に
つ
い
て
い
な
い
外
付
け
メ
モ
リ
ー
を
主
体
に
無

い
知
恵
を
絞
る
虚
し
さ
を
今
は
味
わ
っ
て
い
る
。
要

は
勉
強
し
て
詩
心
と
内
蔵
メ
モ
リ
ー
を
豊
か
に
し
ろ

と
い
う
事
だ
ろ
う
。だ
が
、努
力
は
す
る
と
し
て
も
、

内
蔵
メ
モ
リ
ー
の
経
年
劣
化
の
進
行
も
覆
え
な
い
事

実
で
あ
る
。至
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は「
外
付
け
」に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
初
心
に
戻
り
有
効
か
つ
効
率
的
に

活
用
す
る
工
夫
を
す
る
よ
り
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

漢
詩
と
私

十
期
会　

高
田
宗
治

　

私
が
漢
詩
に
出
会
っ
た
の
は
五
年
前
。
通
称「
だ

れ
漢
」と
呼
ば
れ
る
一
冊
の
詩
語
辞
典
が
漢
詩
の
指

南
書
と
な
っ
た
。
こ
の
辞
書
は
全
く
の
素
人
に
し
て

は
分
り
易
く
、
二
字
と
二
字
＋
三
字
を
選
び
、
起
承

転
結
の
順
に
四
句
作
れ
ば
完
成
と
安
易
に
考
え
た

も
の
だ
が
、
一
句
さ
え
ろ
く
に
作
れ
ず
大
変
苦
労
し

た
。よ
く
ぞ
今
日
ま
で
続
い
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一
は
漢
詩

の
魅
力
で
あ
り
、
創
作
の
楽
し
さ
に
あ
っ
た
。
第
二

は
曾
て
苦
い
経
験
を
し
た
脳
疾
患
に
よ
る
ボ
ケ
の
防

止
に
あ
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
二
十
年
前
、
医
師
か
ら

画
像
診
断
を
見
せ
ら
れ
、「
こ
の
斑
点
が
ボ
ケ
の
サ

イ
ン
」と
注
意
勧
告
を
受
け
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の

症
状
は
遺
伝
的
な
も
の
で
諦
め
て
は
い
た
が
、
近
年

の
医
学
の
進
歩
の
お
か
げ
で
努
力
次
第
に
よ
っ
て
は

脳
の
老
化
は
何
と
か
な
る
の
で
は
な
い
か
と
微
か
な

希
望
が
見
え
て
き
た
。

　

脳
内
に
は
約
一
千
億
個
の
神
経
細
胞
が
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
中
で
も
ニ
ュ
ー
ロ
ン（
情
報
の
貯
蔵
器
官
）

と
シ
ナ
ッ
プ
ス（
情
報
の
伝
達
器
官
）の
活
性
化
が

ボ
ケ
防
止
の
最
大
の
決
め
手
と
さ
れ
る
。
趣
味
の
漢

詩
を
続
け
な
が
ら
脳
内
神
経
の
活
性
化
が
で
き
る
な

ら
ば
、
こ
れ
以
上
有
り
難
い
こ
と
は
な
い
。
幸
い
に

も
神
漢
連
の
皆
さ
ん
は
多
士
済
々
の
集
団
で
あ
り
、

日
々
心
地
よ
い
刺
激
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
世
の
中
の
出
来
事
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
漢
詩

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

漢
文
法
基
礎
講
座
に
参
加
し
て志

詩
会　

東
島
正
樹

　

正
確
な
漢
詩
を
作
る
に
は
、
語
順
等
基
礎
と
な
る

漢
文
法
の
知
識
が
前
提
と
な
る
と
思
い
、
令
和
二
年

十
月
か
ら
と
、
三
年
六
月
か
ら
、
各
五
回
の「
漢
文

法
基
礎
講
座
」に
参
加
し
た
。
約
三
十
名
が
参
加
。

講
師
は
横
浜
国
立
大
学
准
教
授
の
高
芝
麻
子
先
生
。

　

ま
ず
は
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
直
し
て
、
日
本
語

と
し
て
読
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
先
人
が
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
し
た
知
恵
が
漢
文
法
で
あ
る
こ
と
、
具

体
的
に
は
返
り
点
、
受
身
、
使
役
、
仮
定
、
否
定
、
比

較
、疑
問
・
反
語
、再
読
文
字
、違
い（
お
も
う
＝
思
、

想
、
念
、
懐
。
い
う
＝
言
、
曰
。
あ
る
＝
有
、
在
、
存
）

な
ど
を
実
際
に
漢
詩
・
漢
文
を
用
い
て
、
分
か
り
や

す
く
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

基
礎
文
法
を
有
名
な
漢
詩
を
使
っ
た
復
文
問
題
等

で
説
明
さ
れ
る
ほ
か
、「
休
憩
」で
、
北
宋
・
梅
尭
臣

「
祭
猫
」、
中
唐
・
韋
応
物「
逢
揚
開
府
」や
中
唐
・
白

居
易
の
娘
を
想
う「
金
鑾
子

日
」な
ど
を
解
説
さ

れ
る
時
は
、
高
芝
先
生
の
詩
人
と
漢
詩
・
漢
文
へ
の

情
熱
を
感
じ
る
講
座
で
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
先
生
の
ご
了
解
を
得
て
、
簡
単
な
問
題

を
ひ
と
つ
。〝
復
文
を
し
て
空
欄
を
埋
め
、
返
り
点
を

付
け
て
く
だ
さ
い
〞

「
客
中
行
」 

盛
唐
・
李
白

蘭
陵
美
酒
鬱
金
香　
蘭
陵
の
美
酒　

鬱
金
の
香

玉
碗
盛
来
琥
珀
光　
玉
碗　

盛
り
来
る　

琥
珀
の
光

　
　
　
　
　
　
　
　
但
だ
主
人
を
し
て
能
く
客
を
酔
は
し
め
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
知
ら
ず
何
れ
の
処
か
是
れ
故
郷
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
城
ま
ゆ
み

〇　

漢
詩
と
の
出
会
い

　

私
と
漢
詩
と
の
出
会
い
は
、
平
成
六
年
頃
に
な
り

ま
す
。
当
時
主
人
の
転
勤
で
水
戸
に
住
ん
で
い
て
県

立
図
書
館
の
古
文
書
解
読
講
座
の
会
に
入
会
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
石
川
忠
久
先
生
の
教
室
で
漢
詩
の

勉
強
を
さ
れ
て
い
た
、
村
内
鷗
山
先
生
も
来
ら
れ
て

い
て
、
古
文
書
の
解
読
に
は
漢
文
が
読
め
な
く
て
は

い
け
な
い
か
ら
教
え
て
下
さ
る
と
い
う
の
で
、
仲
間

の
方
と
、
勉
強
に
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
始
め
た
の

が
古
文
真
宝
選
新
解
の
輪
読
で
す
。
そ
れ
が
終
わ
る

と
漢
詩
も
作
っ
て
み
て
は
と
い
う
こ
と
で
、漢
詩
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
が
漢
詩
を
勉
強
す
る
き
っ
か

け
で
す
。

〇　

古
典
の
輪
読

　

漢
文
の
素
読
で
は
、「
詩
経
」「
楚
辞
」「
論
語
」「
世

説
新
語
」の
白
文
の
輪
読
を
し
ま
し
た
。
漢
詩
の
方

は
、「
聯
珠
詩
格
」や「
三
体
詩
」な
ど
を
勉
強
し
ま

し
た
。

〇　

横
浜
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
漢
詩
教
室
に
入
会

　

村
内
先
生
に
紹
介
さ
れ
て
二
松
詩
文
会
に
入
会

し
、
詩
の
会
で
前
中
山
会
長
に
お
会
い
し
ま
し
た

が
、
そ
の
一
年
後
会
長
が
所
属
す
る
、
窪
寺
先
生
の

漢
詩
教
室
を
受
講
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

十
一
年
の
八
月
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
中
山
前
会

長
に
は「
和
漢
名
詩
類
評
釈
」簡
野
道
明
著
や「
初
級

詩
偈
法
」服
部
承
風
著
な
ど
の
本
を
勧
め
ら
れ
多
い

に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
又
、
石
川
忠
久
先
生
の
ラ

ジ
オ
講
座
の
テ
キ
ス
ト
や
１
０
０
選
シ
リ
ー
ズ
、
鑑

賞
事
典
な
ど
は
、何
回
も
読
み
返
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
の
教
室
で
は
窪
寺
先
生
の
厳
し
く
も
懇
切
な

ご
批
正
を
頂
き
、
作
詩
の
向
上
に
資
し
て
い
つ
も
感

謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
も
十
周
年
を
迎
え
る
こ
ろ
か

ら
パ
ソ
コ
ン
検
索
に
よ
る
詩
の
勉
強
グ
ル
ー
プ
の
神

辞
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
こ
の
メ
ン
バ
ー

に
加
え
て
頂
き
、
日
々
研
鑽
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
の
活

躍
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
漢
詩
の
検

索
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
又
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
昔
の
作
詩
法
の
テ
キ
ス
ト
や
、
漢

詩
人
の
評
釈
を
見
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。ち
な
み
に
、

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
検
索
で「
詩
韻
合
璧
・
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
」と
入
力
し
て
検
索
ボ
タ
ン
を
押
す
と

一
発
で
そ
の
本
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
こ
の
本
は
昔
は

神
田
の
中
国
書
専
門
店
で
あ
る
内
山
書
店
く
ら
い
し

か
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
内
先
生
に
紹
介

さ
れ
て
求
め
た
希
覯
本
で
す
。
又
、
蔦
さ
ん
が
国
釈

漢
文
大
系
の
主
な
詩
人
の
詩
を
詩
題
や
詩
語
を
探
し

て
す
ぐ
に
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
、
漢

詩
の
解
釈
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
捜

韻
」と
い
う
便
利
な
サ
イ
ト
に
も
入
っ
て
行
く
こ
と

が
出
来
、
熟
語
の
検
索
、
意
味
調
べ
も
、
容
易
に
で

き
ま
す
。
皆
様
も
一
度
神
漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
色
々
検
索
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

〇　

忘
れ
え
ぬ
人
と
の
出
会
い

　

漢
詩
の
勉
強
を
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
、

一
緒
に
勉
強
す
る
素
晴
ら
し
い
方
た
ち
と
の
出
会
い

が
沢
山
あ
り
、
後
半
の
人
生
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て

頂
い
た
こ
と
で
す
。又
地
方
の
方
と
も
交
流
が
出
来
、

人
生
の
宝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇　

新
人
の
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　

何
か
解
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
の
事
が
あ
れ
ば
身

近
に
い
る
先
輩
に
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ

う
に
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
親
切
に
教

え
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
先
輩
の
皆
様
の
影
響
を
受
け
、
後
輩
の
皆

様
に
先
輩
の
教
え
を
受
け
継
い
で
行
く
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
今
後
も
新
人
の
気
持

ち
で
日
々
精
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
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高
橋
純
子

　

雨
後
庭
園 

　

雨
後
庭
園

日
午
庭
園
宿
雨
收 

日
午
の
庭
園 

宿
雨
収
り

殘
花
落
盡
古
池
頭 

残
花 

落
ち
尽
す 

古
池
の
頭
ほ
と
り

露
垂
籬
畔
無
人
過 

露
垂
る
籬
畔
に 

人
の
過
ぐ
る
無
く

唯
見
鳧
雛
逐
母
游 

唯
だ
見
る 

鳧ふ

雛す
う
の
母
を
逐お

い
て
游お
よ
ぐ
を

大
石
加
代
子

　

禁
城
春
雪 

　

禁
城
春
雪

御
溝
飛
雪
帶
春
風 

御ぎ
ょ
溝こ
う
の
飛
雪 

春
は
る
か
風ぜ

を
帯
び

瞬
息
落
波
銀
白
空 

瞬
し
ゅ
ん
息そ
く 

波
に
落
ち
て 

銀ぎ
ん
白は
く
空
し

苑
樹
靚
妝
唯
一
刻 

苑
樹
の
靚
せ
い
し
ょ
う妝 

唯
だ
一
刻

黃
鶯
他
日
語
玲
瓏 

黄こ
う
鶯お
う 

他
日 

語
は
玲
瓏横

溝
喜
久
男

　

熱
海
梅
園 

　

熱
海
梅
園

林
泉
暄
燠
淨
無
塵 

林
泉 

暄け
ん
燠い
く 

浄
く
塵
無
く

極
目
花
魁
麗
色
新 

極
き
ょ
く
目も
く 

花か

魁か
い 

麗
色
新
た
な
り

萬
朶
芳
菲
鶯
語
巧 

万
朶
の
芳
菲 

鶯
語
巧
み
に

詩
朋
悦
樂
滿
園
春 

詩
朋 

悦
び
楽
し
む 

満
園
の
春

秀　

作

入　

選

入　

選

 

石
川
俊
之

　

奈
良
公
園 

　

奈
良
公
園

高
天
淸
朗
古
都
秋 

高
天 

清
朗 

古
都
の
秋

霜
葉
飄
風
舞
寺
樓 

霜
葉 

風
に
飄
り
て 

寺
楼
に
舞
う

寂
寞
四
邊
林
囿
路 

寂
寞
た
る
四
辺 

林り
ん
囿ゆ
う
の
路

哀
聲
遠
聽
鹿
呦
呦 

哀
声 

遠
く
聴
く 

鹿
呦ゆ
う

々ゆ
う

　

石
川
大
会
受
賞
を
受
け
て

　

こ
の
度
は
、
過
分
な
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、
漢
詩
連
盟
の
先
生
方
の
ご
指
導
あ
っ

て
の
こ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
私
は
漢
詩
を
学
び
始
め
て
三
年
目
に
な
り
ま

す
。
一
月
に
二
首
詩
作
す
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
奈
良
公
園
は
子
供
の
頃
数
回
訪
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
奈
良
独
特
の
雅
さ
と
、
鹿
の
戯
れ
る

丘
陵
と
の
成
り
合
い
の
妙
に
心
を
魅
か
れ
た
そ
の
思

い
を
詠
み
ま
し
た
。
謂
わ
ば
雄
大
な
る
寺
院
と
山
林

と
の
共
合
、
特
に
紅
葉
の
散
り
始
め
る
季
節
に
は
一

段
と
そ
の
明
媚
な
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
東
大
寺
の
鴟
尾
に
散
葉
が
風
に
舞
っ

て
降
り
注
い
で
い
る
よ
う
な
景
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
表

現
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
だ
漢
詩
の
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
ば
か
り
で
す
。

今
後
も
こ
の
世
界
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞

全
日
本
漢
詩
大
会　
石
川
大
会

神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員
「
全
国
漢
詩
大
会
」

「
全
国
漢
詩
大
会
」で
大
活
躍

大
活
躍

（
通
常
の
Ｐ
Ｃ
で
対
応
で
き
な
い
旧

漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

書
き
下
し
文
の
旧
か
な
、
旧
字
等

は
大
会
作
品
集
通
り
と
す
る
。　

）

石川全日本漢詩連盟会長石川全日本漢詩連盟会長
挨拶挨拶
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牛
山
知
彦

　

偶
感 

　

偶
感

鄕
致
仕
此
身
閒 

郷 

仕
を
致
し
て 

此
の
身 

閑
な
り

車
馬
衣
冠
都
棄
捐 

車
馬 

衣
冠 

都す
べ
て
棄
捐
す

翰
墨
朗
吟
耽
讀
好 

翰
墨 

朗
吟 

耽
読 

好
し

從
心
所
欲
樂
殘
年 

心
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
て 

残
年
を
楽
し
む

第
六
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会
・
熊
本

 
 

高
橋
純
子

　

梅
雨 

　

梅
雨

旬
日
冥
濛
水
墨
天 

旬
日
冥
濛 

水
墨
の
天

鳴
蛙
閣
閣
雨
綿
綿 

鳴
蛙
閣
閣 

雨
綿
綿

午
餘
掩
巻
開
窗
牖 

午
余
巻
を
掩
い
て
窓
牖
を
開
け
ば

含
露
石
榴
丹
欲
然 

露
を
含
ん
で
石
榴
丹
然
え
ん
と
欲
す

 
 

柴
本
信
子

　

江
都
晩
景 

　

江
都
晩
景

春
雪
盈
城
似
畫
圖 

春
雪
城
に
盈
ち
画
図
に
似
て

墨
東
高
塔
晩
晴
孤 

墨
東
の
高
塔 

晚
晴
に
孤
な
り

回
頭
富
嶽
皚
皚
聳 

頭
を
回
ら
せ
ば
富
岳
皚
皚
と
聳
え

斜
雁
翩
翩
度
帝
都 

斜
雁
翩
翩
と
し
て
帝
都
を
度
る

奨
励
賞

入　

選

入　

選

 
 

高
田
宗
治

　

東
日
本
大
震
災
十
周
年 

東
日
本
大
震
災
十
周
年　
　
　
　

避
難
十
年
悲
未
消 

難
を
避
く
る
こ
と 

十
年 

悲
し
み 

未
だ
消
え
ず

病
魔
更
襲
意
萎
凋 

病
魔 

更
に
襲
ひ
て 

意
萎ゐ

凋て
う
す

復
興
雖
捗
歸
還
少 

復
興 

捗
む
と
雖
も 

帰
還 

少
な
し

何
日
安
寧
翹
望
遙 

何
れ
の
日
に
か
安
寧
な
る 

翹げ
う
望ば
う 

遥
か
な
り

 
 

宇
野
次
郎

　

自
慶
八
秩 

　

自
ら
八
秩
を
慶
ぶ

八
秩
年
頭
處
處
新 

八は
つ
秩ち
つ 

年
頭 

処
処 

新あ
ら
たな
り

書
窗
梅
發
草
堂
春 

書
窓 

梅 

発
き
て 

草
堂 

春
な
り

開
樽
獨
酌
香
風
裏 

樽
を
開
き
て
独
り
酌
む 

香
風
の
裏

獺
祭
尋
詩
老
散
人 

獺
祭 

詩
を
尋
ぬ 

老
散
人

 
 

俣
野
長
生

　

義
滿
公
手
植
陸
舟
松 
義
満
公
手
植
の
陸
舟
の
松　
　
　
　

北
山
淨
境
印
閒
蹤 

北
山
の
浄
境 
閑
蹤
を
印
す

翠
蓋
龍
松
詩
趣
濃 

翠
蓋
の
竜
松 
詩
趣 
濃
や
か
な
り

金
閣
池
庭
苔
石
上 

金
閣
の
池
庭 

苔た
い
石せ
き
の
上

含
烟
暮
景
洗
塵
胸 

煙
を
含
む
暮
景 

塵
胸
を
洗
ふ

佳　

作

佳　

作

佳　

作

第
十
三
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

大
谷
明
史

　

松
林
小
徑 
　

松
林
の
小
径

空
林
緩
步
午
風
輕 
空
林 
緩
歩
す
れ
ば 

午
風 

軽
し

幽
翠
山
中
絶
鳥
聲 

幽
翠
の
山
中 

鳥
声
絶
ゆ

偶
聽
近
邊
松
子
落 

偶
た
ま
聴
く 
近
辺
に
松
子
の
落
つ
る
を

梢
頭
瞻
仰
白
雲
行 

梢
頭 

仰
ぎ
瞻み

る 
白
雲
の
行
く
を

大
石
加
代
子

　

花
枝
圓
月 

　

花
枝
円
月

春
宵
燈
下
暗
香
流 

春
宵 

灯
火 

暗
香 

流
る

月
照
庭
前
花
影
幽 

月
は
庭
前
を
照
ら
し
て 

花
影 

幽
な
り

病
臥
閨
中
慰
衰
老 

閨
中
に
病
臥
し
て 

衰
老
を
慰
む

横
斜
一
朶
紙
窗
浮 

横
斜
一
朶 

紙
窓
に
浮
か
ぶ岡

田
泰
男

　

觀
螢 

　

蛍
を
観
る

流
行
描
篆
雅
無
雙 

流
行
し
て 

篆
を
描
き 

雅 

無
双
な
り

闇
闇
昏
昏
不
聽
蛩 

闇
闇 

昏
昏 

蛩き
ょ
うを
聴
か
ず

點
滅
映
眸
成
炯
眼 

点
滅 

眸ひ
と
みに
映
ず
れ
ば 

炯け
い
眼が
ん
と
成
る

叟
崇
車
胤
說
螢
窗 

叟お
き
なは
車
胤
を
崇あ
が
め
て 

蛍
窓
を
説
く

優
秀
賞

秀　

作

佳　

作
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令
和
四
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
令
和
四
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟
二
十
周
年

 

記
念
大
会

令
和
五
年
三
月
十
八
日（
予
定
）表
彰
式

詩
題　
「
都
・
京
に
関
す
る
も
の
」、
又
は
自
由

題応
募
期
間　

八
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

●
令
和
三
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

詩
題　
「
舊
跡
、古
跡
」

応
募
完
了

応
募
資
格
は
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
会
員

●
第
二
十
五
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 

（
多
久
市
主
催
）

詩
題
と
応
募
期
間
は
三
月
頃
決
定
予
定

●
第
七
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

大
会
開
催
な
し　

熊
本
市

自
由
題

応
募
期
間　

四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

●
第
十
四
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

三
条
市

応
募
期
間
と
大
会
日
程
は
三
月
頃
決
定
予
定

自
由
題　
（
例
年
）

訃
報

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

堀
端
保
聖
氏
は

令
和
三
年
七
月
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
六
十
一
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 
伊
藤
三
千
男
氏

は
令
和
三
年
十
月
九
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
五
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平成27年2月にホームページ巻頭を飾った故田原健一氏の作品平成27年2月にホームページ巻頭を飾った故田原健一氏の作品
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編
集
後
記 

　

本
号
八
頁
に
あ
る
よ
う
に
、
企
画
委
員
の
ご
尽
力

で
、
創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
や
記
念
講
演
会
に

当
日
出
掛
け
て
い
な
く
て
も
、
神
漢
連Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
当
日
の

様
子
を
観
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

当
日
不
参
加
だ
っ
た
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
是

非
ご
視
聴
下
さ
い
。
当
日
の
雰
囲
気
が
テ
レ
ビ
中
継

を
観
る
よ
う
に
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
ど
こ
に
も
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
中
国

人
会
員
の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」の
動
画

も
同
様
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
繁
体
字
で
は
な
く
簡
体
字
で
漢
詩
を
作

る
理
由
に
つ
い
て
、
中
国
側
参
加
者
が「
簡
体
字
の

教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
か
ら
」と
あ
っ
さ
り
言
っ

て
い
る
の
が
印
象
的
に
残
る
。

　

片
や
、
旧
漢
字
を
使
う
と
い
い
詩
が
出
来
る
訳
で

は
な
い
の
に
、
ル
ー
ル
が
あ
る
が
た
め
に
漢
詩
初
学

者
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
る
こ
と
か
。
こ
れ
で
は

若
者
が
漢
詩
に
寄
り
付
か
な
い
の
は
仕
方
な
い
。
ま

た
、
神
漢
連
が
推
進
す
る
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
を

使
っ
た
漢
詩
作
に
必
要
な
ソ
フ
ト
開
発
・
運
用
が
ど

れ
だ
け
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
。

　

企
画
委
員
長
か
ら
は「
直
接
的
に
切
り
込
ん
だ
企

画
で
は
な
か
っ
た
」と
の
評
価
し
か
得
ら
れ
て
い
な

い
も
の
で
す
が
、
巻
頭
の
会
長
コ
メ
ン
ト
の
背
景
を

知
る
一
助
に
な
る
か
と
思
う
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

方
は
視
聴
し
て
み
て
下
さ
い
。 

（
牛
山
知
彦
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
四
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
初
心
者
入
門
講
座　
　

漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
十
六
期
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
友
達
に
声
を
か
け
、
推
薦
し
て
下
さ
い
。

期　
　

日 
①
五
月
十
日（
火
）　

②
五
月
十
七
日（
火
）　

③
五
月
二
十
五
日（
水
）　

 
④
六
月
七
日（
火
）　

⑤
六
月
十
七
日（
金
）

時　
　

間 

午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

講　
　

師 

三
村
公
二
会
長
他　

連
盟
役
員　
　

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館

問
合
せ
・
受
講
申
込（
連
盟
事
務
局
）

 

〒221-0001　

横
浜
市
神
奈
川
区
西
寺
尾
一
―
六
―
四　
　

 

新
井
治
仁　

T
EL/FA

X
 045-432-5438  M

ail

：haruhitoarai@
hotm

ail.co.jp

● 

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

期　
　

日 

五
月
二
十
日（
金
）

時　
　

間 

午
後
一
時
〜
四
時
三
〇
分（
総
会
・
講
演
会
）
／
五
時
〜
六
時
三
〇
分（
懇
親
会
）

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館（
総
会
・
講
演
会
）
／
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜（
懇
親
会
）

総
会
議
題 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
、
令
和
四
年
度
活
動
計
画
、
他

講
演
会 

市
川
桃
子
先
生　

演
題
未
定

参
加
申
込 

総
会
は
申
込
不
要
。
懇
親
会
出
席
の
方
は
、
四
月
初
旬
発
送
予
定
の
開
催
案
内
に

同
封
の
振
込
用
紙
で
振
込
み
願
い
ま
す
。

● 

研
修
会 

四
月
十
三
日（
水
）及
び
二
十
一
日（
木
）に
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
開
催
予
定
。

 
 

詳
細
は
本
会
報
に
同
封
の
応
募
要
領
を
参
照
下
さ
い
。
応
募
締
切
は
三
月
十
五
日
。

● 

吟
行
会 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
を
三
月
二
十
八
日（
月
）に
開
催
予
定
。
開
催
日
が
近
づ
い
た

頃
に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
全
員
に
参
加
可
否
の
問
合
せ
を
し
ま
す
。


